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〔目的〕

　微生物の 多 くは細胞表 面が水溶液 中で 負 に帯電 して い る 。 この ため 、 静電 場中で は

微生物細胞に 、 静電的な力が働 く。 自然界で は帯電 した表面が多 く存在 し、 微生物の

付着に静電気的な相 互作用 が大 きな影響を及ぼして い る と考 え られ る 。

　我々 は これ まで 、Pseudom 　onas 　syringa θ を用 い 、水溶液 中で微 生物付着 に及ぼす

静電場 の 影響 につ い て研究 して きた 。 具体的には、 2 枚の導電性ガ ラス の 間に静電場

を発生 させ る シス テム を用 い 、静電場が微生 物の 付着に及 ぼす影響を調べ た 。得 られ

た結果 は予想 通 りで あ り、プラ ス に帯電 した表面に多数の 細胞が、マ イナス に帯電 し

た表面 には少 数 の 細胞が付着 した （下記結果 の 参考欄 を参照）。

　 と こ ろで 、水溶液 中で はな く空気中で は静電 場は微生物付着 に どの よ うな影響 を及

ぼすで あろ うか ？　 これ を明 らか にす る ため 、本実験で は 、上述 した 2 枚の 導電性ガ

ラス を用 い た シス テ ム を使 っ て 、様々 な 環境 （実験室 内、屋外）で 空気中に浮遊して

い る粒子 （微生物を含む）の 静電場中で の 付着の 様子 を調べ た 。

〔方法〕

　 2枚の導電性ガ ラス （ITO 膜をス ライ ドガ ラス の 片表面 に蒸着した もの ）をポテ ン

シ ョ ス タ ッ トに接続 し、そ の 間 に安定 した静電場 を発生 させ た 。

一
定時間後、導電性

ガ ラス へ 付着 した菌数を観察、計数した 。

〔結 果〕

水溶液中の微生物付着 （参考デー
タ）

　丑 軅 h岬 θ （変異株を含む 4 菌株）を用 いた 実験で は 、菌株 ごとに程度の差は ある も

の の、静電場の 強さ が大き くなる につ れ付着菌数が 増加 した 。 これ は、プラス に帯電

した表面に は負 に帯電した微生物細胞がよ り強く引きつ けられ 、 逆に マ イナ ス に帯電

した表面か らは細胞が反発力を受 けたた め と考え られ る。

空気中の微生物付着

　一方、本 シス テム を 、空気中で 浮遊して い る粒子 に対 して 用い た 場合、正 極、負極

と して 用 い た導電性ガ ラス の 間に 、付着 した 粒子 の 大き さ、数、形状 に 大きな差が認

め られ た。今 後 、 これ ら付着 した粒子 の大き さ、形 状ばか りで な く生物学的特徴 （生

物で ある の か ？ ；増殖能は ？ ；どの よ うな種類の微生物な の か）を調べ 、さ らには こ

の よ うな粒子が正 極、負極側に選択的に付着して い くメカニ ズム の解明 を続 けて ゆ く

予 定であ る 。 ま た 、 他 の フ ィ
ー

ル ドにお いて も同様の 実験 を行い 、空気中の 浮遊粒子

の 付着挙動に 関する デー
タを集積 して ゆき たい

。
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